
【基調講演】
「アダプテーションから考える
宮沢賢治・石川啄木作品：
アニメーション「銀河鉄道の夜」と
絵本『サルと人と森』を軸として」
大島 丈志 氏（文教大学教育学部教授）
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岩手大学
人文社会科学部
宮沢賢治

いわて学センター
第７回

シンポジウム

☞問合先 ：
岩手大学人文社会科学部【宮沢賢治いわて学センター】

Phone ： 019-621-6672 ／ E-mail ： kenji@iwate-u.ac.jp

申込フォームURL：https://forms.gle/y1pbKg7NVcG4MzQw5
※参加費無料・要事前申込→

イヴェントURL：https://www.iwate-u.ac.jp/info/event/2026/04/007226.html

【パネル・ディスカッション】
「啄木・賢治の現在地」

・企画＆司会：阿部 愛美 氏（花巻東高校） & 塩谷 昌弘 氏（盛岡大学）
＊船越 亮佑 氏（岩手大学）「応答としてのアダプテーション：萩尾望都
「なのはな」にみえる宮沢賢治作品の受容」
＊平山 陽 氏（国際啄木学会東京支部）「啄木作品におけるアダプテー
ション～脚色～について」
＊嚴 仁卿 氏（韓国・高麗大学校／オンライン参加）「現代韓国における
日本詩歌の受容の現状：宮沢賢治、石川啄木、中原中也を中心として」
・総合司会：木村 直弘（岩手大学）

（国際啄木学会との共催）
令和8（2026）年

5月23日（土） 13:30-17:30
ハイフレックス方式開催（対面orオンライン選択）
於  岩手大学教育学部1号館2F 北桐ホール


